
霧中における湿度のー測定 (抄録)

Takaharu Fnn:'l'o)IT, Akira SUG川'λA Measurement of Humidity 

in Foggy Atmosphere. 
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移iJfè霧については n If 'J也回附近では湿度が 100% 以下であるととがしばしば報告されてい

る。 とのきJ'f.実は援のm散を論十るには|問題となるので霧中湿度の IJ:{ilI:な {i止を求める必要があ

る。それで著者らは弐のような装置を川いて霧中湿度のiJ!i1定を試みた。 直径 llcm の q ，，，さ円

筒の一端に 8 枚の車HIかい網日の金制カド1'-行にとりつけてあり，とれにより揚水を捕捉する。f11

向の内壁にはラシヤがH，ljつであり p とれは円îi1j外部から内部への熱の伝法:をふせいでいる。円

筒の他端には電動機IC連結されたプロペラがあって川筒内部の空気を排/11する。円筒のr!'リ時官

には乾湿E幻主眼計があり， f^n'i[íの気i!;ìl T' および湿度 11' を測定する。

器械を運転後数分で j阻度p 湿度は主主?;t状態 lこ辻ーする。 との場合近似rl'~に弐の関係が成立す

る。
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T: 外気imL 11: 外気湿度 Q: 外気単f，'[1材']IUj'の飽和l水蒸気量 Q': fJ~:j内の

単位休杭の空気 r[，の飽和水蒸気量， p" .:b. よび、 Ca : それぞiじ乾燥~:~気の純度および比

熱， l: 水の蒸発の部熱， <p: 外気 r[，の霧7k萱

Q, Q' はそれぞれ T 会よび?だけの同数であるから ， T' と 11' と v を 1 ， 0時iJliI定をす

るととにより湿度 h を求めるととができる。議水量 v は他の霧水量計により求める。

との装置をとのたびの野外観iJHIで使則した結果， 地上 1m くらいの高さで ψ二0~300

mg/m3 の霧に対し湿度の値として 95~100% を持た。
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